
　

法
人
後
見
業
務
な
ど
で
連
携
す
る
弁
護

士
や
家
庭
裁
判
所
職
員
か
ら
、
し
ば
し

ば
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」

が
話
題
と
な
る
。「
虎
に
翼
」
は
戦
前
戦

後
に
活
躍
さ
れ
た
女
性
初
の
弁
護
士
・
裁

判
官
三
淵
嘉
子
氏
の
実
話
だ
。

　

家
裁
は
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
ま
も
な
い

１
９
４
９
年
１
月
に
発
足
し
た
。
当
時
は

戦
後
混
乱
期
で
全
国
12
万
人
の
戦
災
孤
児

が
お
り
、
少
年
の
犯
罪
と
ホ
ー
ム
レ
ス
問

題
が
社
会
背
景
に
あ
っ
た
。

　

家
裁
の
創
設
は
「
家
庭
裁
判
所
の
父
」

と
称
さ
れ
る
宇
田
川
潤
四
郎
裁
判
官
（
初

代
最
高
裁
家
庭
局
長
）
が
尽
力
し
た
。
三

淵
氏
と
と
も
に
女
性
と
子
ど
も
の
権
利
を

擁
護
し
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
機
能
を
持
つ
新
し

い
裁
判
所
づ
く
り
に
生
涯
を
か
け
た
。
京

都
家
裁
庁
舎
に
は
家
裁
の
標
語
「
家
庭
に

光
を 

少
年
に
愛
を
」
が
会
議
室
に
大
き

な
額
に
、
ま
た
玄
関
脇
の
母
子
像
の
台
座

に
そ
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
１
０
７

歳
ま
で
清
水
寺
の
貫
主
だ
っ
た
大
西
良
慶

和
上
の
直
筆
だ
と
い
う
。

　

家
裁
発
足
直
前
ま
で
京
都
少
年
審
判
所

長
だ
っ
た
宇
田
川
氏
は
京
都
の
学
生
に
働

き
か
け
、現
在
の
日
本
B
B
S
連
盟
（
更

生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
発
足
し
た
。

本
誌
は
「
施
設
の
歴
史
」
を
連
載
中
だ
が
、

司
法
福
祉
分
野
に
お
い
て
も
京
都
が
先
駆

的
役
割
・
源
流
と
な
っ
て
い
る
。

も
え
く
さ

● 

災
害
時
の
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
支
援

　
　
　
　

〜
地
域
で
で
き
る
取
組
み
〜　
▼
４
ペ
ー
ジ

月
号

●
施
設
の
歴
史　

第
２
回　

野
菊
荘　
　
▼
６
ペ
ー
ジ

▼ 

２
ペ
ー
ジ京都の

福祉福祉

支える人を支える

『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です
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令
和
６
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

T.S



赤い羽根コラム

赤い羽根共同募金運動に ご協力をお願いいたします！令和６年度

は
、
高
齢
、
障
が
い
、
妊
娠
、
怪
我

な
ど
の
理
由
で
自
動
車
の
運
転
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
て
、
精
華
町
内

で
福
祉
送
迎
活
動
を
実
施
す
る
自
治

会
や
サ
ロ
ン
等
の
非
営
利
団
体
に
専

用
車
両
を
貸
し
出
し
、
地
域
移
送
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
を
図
る
も
の
で

す
。
河
野
さ
ん
は
専
用
車
両
の
意
義

を
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
運
転
者
は
町
内
の
住
民
の
方
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
運
転
者
の
自

家
用
車
を
用
い
て
お
り
、
リ
ス
ク
を

考
え
運
転
者
が
増
え
な
い
と
い
う
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
公
共
的

な
移
送
車
両
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

　

精
華
町
は
町
の
西
部
と
南
部
に
な

だ
ら
か
な
丘
陵
地
が
広
が
る
と
い
う

場
所
柄
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
移

動
手
段
が
限
ら
れ
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
精
華
町
社
協
が
令
和
４

年
度
に
第
５
次
精
華
町
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
実
施

し
た
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
生
活
課
題
に
つ
い
て
「
通
院
や
買

い
物
の
移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る
」

と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
「
交
通
の
不
便
さ
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
課
題
を

少
し
で
も
解
消
で
き
な
い
か
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
の
中
で
助
け

合
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

共
同
募
金
助
成
金
を
活
用
し
て
、
地

域
送
迎
専
用
車
両
を
導
入
し
た
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
、
精
華
町
共
同
募

金
委
員
会
の
事
務
局
を
担
う
河
野
由

美
さ
ん
で
す
。

　
『
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
乗
せ
て
ん

car

』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
事
業

運
転
協
力
者
の
心
理
的
な
不
安
と
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者

の
増
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
事
業
を
開

始
。
こ
れ
ま
で
に
１
団
体
が
利
用
登

録
し
、
毎
月
１
回
の
サ
ロ
ン
活
動
で

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
実
際
に
事
業
を
利
用
し
て
い
る

団
体
か
ら
は
『
こ
こ
数
年
サ
ロ
ン
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
迎
え
に

行
く
こ
と
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
』、『
今
ま
で
参
加
し
て
い
な
か

っ
た
方
も
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
』
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
」（
河
野
さ
ん
）

　

谷
川
晴
美
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。

　
「
住
民
の
方
か
ら
は
、
募
金
が
ど

の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
声
も
お

聞
き
し
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
事
業

は
マ
ー
ク
を
付
け
た
車
が
町
内
を
走

る
の
で
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ひ

と
目
で
わ
か
る
長
所
が
あ
り
ま
す
」

　

登
録
団
体
の
数
や
車
両
の
貸
し
出

し
、
返
却
は
社
協
に
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
地
域
の
困
り
ご
と
に
対
し
て
何

も
し
な
い
で
い
る
よ
り
も
、
積
極
的

に
一
歩
を
踏
み
出
せ
て
よ
か
っ
た
と

三
人
は
口
を
揃
え
ま
す
。

　
「
車
両
が
あ
れ
ば
行
動
範
囲
は
広

が
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
地
域

住
民
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」

（
鎌
田
百
合
さ
ん
）

　

地
域
の
住
民
が
課
題
に
気
づ
き
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
で
解
決
す
る

と
き
に
、
社
協
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
に
共
同
募
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
精
華
町
社
協
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

社会福祉法人 京都府共同募金会
TEL：075-256-9500  FAX：075-256-9505
https : //www.akaihane-kyoto.or.jp

一人暮らしの高齢者を対象とした「ひとり暮らしの集い」の開催
に活用しました。「久しぶり～！」「元気だったか？」と笑顔が広
がるなど、参加者同士のコミュニケーションも生まれています。

小学校や中学校での福祉教育を充実させる
ために助成金を活用。生徒に車いすを体験
してもらったり、認知症サポーター養成講
座を開催したりしました。

助成金を活用して、新たにフードドライブ
を開設しました。地元の小学生が食品ロス
削減について学んだことで興味を持ってくれ
て、啓発活動に参加してくれました。

寝たきりなどで理容店に行くことが困難な方を対象にした、訪問
理容サービスに助成金を活用しました。利用者からは「散髪をし
てサッパリできてうれしい」との感想が寄せられています。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

移
送
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て

地
域
住
民
の
困
り
ご
と
の

解
決
に
役
立
て
る

赤い羽根共同募金（以下共同募金）を社協は地域福祉の課題解決に
活用しています。精華町社会福祉協議会（以下精華町社協）の谷川晴
美さん、河野由美さん、鎌田百合さんにお話を聞きました。

高齢者福祉活動助成

54,807,036円
障がいのある方の福祉活動助成

25,045,772円

児童・青少年福祉活動助成

16,656,776円

住民全般の福祉活動助成

75,345,349円

課題を抱える人々を支える活動助成

8,817,367円
市・区・町・村共同募金委員会の活動費

18,688,065円

199,360,365円じぶんのまちの福祉活動のために
〈京都府全体の福祉活動のために〉

広域福祉活動・災害準備支援

100,299,200円

（災害等準備金取崩・過年度配分金戻入額 24,692,849 円を含む。）
299,659,565 円 はこのように使われています。令和５年度

京都府の配分・助成額
令和５年度

募金の使いみち

京都府内36市区町村の〈 〈

皆さまからいただいた募金の
つかいみちをご覧いただけます。
はねっと 検 索

地域の防災意識の向上のため、減災カフェ
の開催や防災訓練、「地域の集合場所」プ
レートの設置などの取り組みに助成金を活
用しています。

醒泉学区社会福祉協議会
（下京区）

宮津市社会福祉協議会
訪問理容サービス事業（宮津市）

共同募金の寄付金は、
困っている人を「支える人を支える」ために活用されています。

ひとり暮らしの集い
（与謝野町）

和束小・中学校福祉推進事業
（和束町）

フードドライブ
（木津川市）

令和６年 令和７年

10月１日〜３月31日
令和６年度

共同
募金運動

事
業
の
マ
ー
ク
を
貼
っ
た
車
両
が
精
華
町
内
を

走
る
。

精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

法
人
運
営
室 

鎌
田
百
合
さ
ん

精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課 

河
野
由
美
さ
ん

精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

法
人
運
営
室 

谷
川
晴
美
さ
ん
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近
年
、
災
害
が
多
発
・
激
甚
化
し
て
い
ま

す
。
京
都
府
内
で
は
、
昨
年
（
令
和
５
年
）

８
月
豪
雨
に
よ
り
北
部
地
域
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
に
発
生

し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
や
こ
の
８
月

に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
等
、
日
常
の
災
害
の
備
え
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
市
町
村
社
協
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
日
常

で
の
備
え
と
と
も
に
発
災
直
後
か
ら
復
興
ま

で
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
3
つ
の

災
害
対
応
力
を
地
域
で
高
め
る
こ
と
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
普
段
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
や

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
は
、
被
災
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
課
題
が
深
刻
化
・
長
期
化

し
や
す
い
で
す
。
そ
れ
を
支
え
る
人
の
関
わ

り
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
災
害
時
の
避
難

や
そ
の
後
の
生
活
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
今
回
は
、
災
害
時
に
特
に
配
慮
が
必

西
町
自
治
会
・
福
知
山
市

あ
や
べ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
益
財
団
法
人   

京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

日
常
の
支
え
合
い
と

つ
な
が
り
の
延
長
線
上
に

安
心
で
き
る
避
難
の

仕
組
み
を
つ
く
る

①  

組
別
緊
急
連
絡
網
の
整
備

②  

防
災
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
整
備
と
活
用

③  

自
主
防
災
会
議
の
開
催

④  

家
族
避
難
計
画
書
の
配
布

⑤  

市
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

　

  

自
治
会 

独
自
で
の
実
施

西
町
自
治
会
で
の

そ
の
他
災
害
へ
の
備
え

災
害
時
の
配
慮
が

　
　
　
必
要
な
方
へ
の
支
援

〜
地
域
で
で
き
る
取
組
み
〜

当
事
者
と
支
援
サ
ー
ク
ル
が

と
も
に
考
え
発
信
す
る

聴
覚
障
害
の
災
害
時
の

環
境
づ
く
り

災
害
時
に
お
け
る

外
国
人
支
援
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

要
な
高
齢
者
や
障
害
者
、
外
国
人
へ
の
支
援

か
ら
、
地
域
で
で
き
る
取
り
組
み
を
考
え
ま

す
。

　
避
難
と
い
っ
て
も
一
人
一
人
の
年
齢
や
身

体
的
な
状
況
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

西
町
自
治
会
で
は
、
災
害
時
に
自
分
で
避
難

所
ま
で
行
け
な
い
高
齢
者
を
自
治
会
の
住
民

同
士
で
避
難
所
ま
で
移
送
す
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

　
市
が
示
す
水
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市

内
全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の

河
川
や
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
状
況
に
沿
っ

た
独
自
の
避
難
ル
ー
ル
を
市
の
指
導
・
助
言

の
も
と
作
成
し
ま
し
た
。
独
自
の
ル
ー
ル
で

は
、
市
が
作
成
し
て
い
る
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
に
載
っ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
車

の
運
転
が
で
き
な
い
方
、
家
族
が
い
て
も
日

中
仕
事
で
出
て
い
て
避
難
が
困
難
な
方
も
避

難
支
援
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
に
と
っ
て
は
移
動
も
避
難
所
で
過
ご
す

時
間
も
大
き
な
負
担
と
な
る
た
め
、
移
送
す

る
だ
け
で
な
く
避
難
所
に
一
緒
に
留
ま
り
、

状
況
を
伝
え
た
り
、
お
話
を
し
て
不
安
を
和

ら
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
寝
た
き
り
の
方
な
ど
地
域
住
民
で
は
対
応

 

あ
や
べ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
聴
覚
障
害
に

関
わ
る
当
事
者
（
聴
覚
障
害
者
協
会
・
難
聴

者
協
会
）
と
支
援
サ
ー
ク
ル
（
手
話
サ
ー
ク

ル
・
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
）
で
構
成
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
綾
部
市
で
は
、
以
前
か
ら
台
風
な
ど
に
よ

り
土
砂
災
害
が
起
こ
り
、
身
近
な
危
険
が

あ
っ
た
時
に
、
聞
こ
え
な
い
人
は
情
報
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
、「
自
分
だ
け
が
知
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
か

ら
障
害
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
避
難
先
で

も
孤
立
し
が
ち
で
す
。
あ
や
べ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
当
事
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
と
も

に
災
害
時
に
必
要
な
支
援
を
学
び
合
い
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
バ
ン
ダ
ナ
や
ビ
ブ
ス
で
避
難
所
や
災
害
現

場
な
ど
で
自
身
が
聴
覚
障
害
者
で
あ
る
こ
と

や
手
話
・
要
約
筆
記
が
で
き
る
こ
と
を
周
囲

に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
声
を
か
け
や
す
く
な

る
工
夫
な
ど
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
電
話
リ

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

時
、
日
本
に
住
む
外
国
人
は
、
災
害
情
報
が

十
分
理
解
で
き
な
い
、
防
災
訓
練
な
ど
の
体

験
が
な
い
な
ど
の
事
情
か
ら
、
す
ぐ
に
避
難

行
動
が
取
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
避
難
所
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
避
難
先

で
孤
立
す
る
な
ど
不
安
な
気
持
ち
を
抱
く
一

方
で
、
十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
町
村

や
国
際
交
流
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
災
害
情
報
の
多
言
語
化
、
孤
立
防
止
や

困
り
事
把
握
の
た
め
の
避
難
所
巡
回
、
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
の
支
援
が
行
え
る
よ
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
に
な
る
の
は
日
常

の
交
流
や
頼
り
に
で
き
る
人
が
身
近
に
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
地

域
で
生
活
す
る
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
す
こ
と
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
知
り
、

外
国
人
も
日
本
人
も
お
互
い
に
理
解
し
歩
み

寄
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
理
解
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た
行
動
も
、
そ
の
国
の
文
化
な
ど

で
き
な
い
方
は
行
政
に
任
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
す
べ
て
を
行
政
ま
か
せ
に
し
て
し

ま
う
と
い
ざ
発
災
し
た
時
に
対
応
し
き
れ
ま

せ
ん
。
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
福
知
山
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
高
橋

係
長
も
「
福
知
山
市
で
は
公
的
支
援
を
整
備

し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
、
特
に
大
き
な
災

害
の
際
に
す
ぐ
に
反
応
で
き
る
の
は
近
所
で

の
共
助
で
す
。
西
町
自
治
会
の
よ
う
に
共
助

の
活
動
が
活
発
な
地
域
も
あ
り
、
公
助
と
共

助
、
二
重
で
補
い
合
え
た
ら
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
綾
部
市
の
ネ
ッ
ト
１
１
９

（
※
1
）
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
活
用
で
き
る
よ
う
消
防
署
と
も
連
携
し
た

訓
練
や
使
用
方
法
の
学
習
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
聞
こ
え
な
い
人
が
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
周
囲
の
住
民
の
理
解
も

大
切
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

を
知
れ
ば
分
か
り
合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
セ
ン
タ
ー
で
は
日
本
人
と
外
国
人
が
一

緒
に
な
っ
て
防
災
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と

と
も
に
、
多
文
化
理
解
の
講
座
を
行
う
な
ど

今
後
も
地
域
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

大西勝己自治会長

野田和博代表 小原純子さん

近藤徳明事業課長

国際センターホームページ（https://www.kpic.or.jp/）

災害にも
強いまち

自助

共助 公助
・福祉避難所
・要配慮者名簿
・啓発
・整備

・情報を得る手段
・避難ルートの確認
・意志伝達方法について

・当事者グループ
・ご近所づきあい
・経験の共有

地域における活動 災害時に向けた支援体制づくり

外国人

相談窓口

地域でできた
つながりを
活かして

京都府国際センターの取組み ・ネットワーク会議の開催
・外国人向け防災研修・訓練

ボランティア
として日本語
教室に参加

モデル
日本語教室の
開催

異文化
理解講座

市町村・
国際交流協会と
ネットワーク
づくり

・市町村
・市町村国際協会
・日本語教室などボランティア
・企業

翻訳
やさしい
日本語

巡回相談

国際交流
イベントの
開催

日本人と
外国人が共に
学ぶ防災研修・
訓練の実施

京都府国際センターの取組みと地域でできる活動

スマートフォンなどを使用し119番通報をチャット（文字）
等でやりとりするもの（画像：広報あやべネット第７５７号）

〇文字で消防に現場の状況
を伝えることができます

〇地図データで場所を伝え
られます

ネット１１９
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①

③

⑤

②

④

⑥

　
児
童
福
祉
法
第
38
条
で
定
め
ら
れ
た
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家

庭
や
、
何
ら
か
の
理
由
で
離
婚
の
届
出
が
で

き
な
い
母
子
家
庭
な
ど
、
様
々
な
事
情
で
母

子
家
庭
に
準
じ
る
家
庭
の
女
性
が
、
子
ど
も

と
一
緒
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
か
つ
て

は
母
子
寮
と
呼
ば
れ
、
1
9
9
8
年
の
児

童
福
祉
法
の
改
正
と
と
も
に
母
子
生
活
支
援

施
設
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
施
設

か
ら
、
保
護
だ
け
で
な
く
そ
の
家
庭
が
心
身

と
も
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
支
援
の
形
も
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
野
菊
荘
の
は
じ
ま
り
は
、
戦
争
で
配
偶
者

を
亡
く
し
た
母
子
の
救
済
を
目
的
と
し
て
恩

賜
財
団
軍
人
援
護
会
に
よ
っ
て
授
産
施
設
と

保
育
室
を
併
設
し
て
開
設
さ
れ
た
平
安
寮
で

す
。

　
1
9
5
0
年
に
は
運
営
が
京
都
府
に
移

管
さ
れ
、
名
称
も
平
安
母
子
寮
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
1
9
5
4
年
に
京
都
府
の
児
童

相
談
所
に
初
め
て
の
児
童
福
祉
司
と
し
て
任

命
さ
れ
て
い
た
、
現
理
事
長
芹
澤
出
氏
の
祖

母
で
あ
る
「
お
種
さ
ん
」
こ
と
村
山
種
氏
が

京
都
府
職
員
と
し
て
平
安
母
子
寮
の
寮
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
安
母
子
寮
の
運
営
を
京
都
府

か
ら
民
間
に
移
譲
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
中

で
、
前
理
事
長
の
芹
澤
栄
之
氏
の
協
力
に
よ

り
、
村
山
種
氏
は
1
9
5
9
年
に
財
団
法

人
京
都
民
生
会
を
設
立
し
、
民
間
の
社
会
福

祉
施
設
と
し
て
山
ノ
内
母
子
寮
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
1
9
9
8
年
か
ら
は
母
子
生
活
支
援
施

設
野
菊
荘
に
改
称
し
、
現
在
で
は
入
寮
定
員

30
世
帯
、
緊
急
一
時
保
護
定
員
6
世
帯
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
ノ
内

母
子
寮
の
時
代
で
あ
っ
た
1
9
6
0
年
か

ら
、
村
山
種
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
母
子

寮
退
寮
者
の
集
い
「
野
菊
会
」
が
行
わ
れ
て

お
り
、
母
子
寮
で
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
同
士

の
絆
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
時
代
と
と
も
に
母
子
の
ニ
ー
ズ
、
利
用

者
層
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
芹
澤
出

理
事
長
は
語
り
ま
す
。
入
所
者
に
つ
い
て
は
、

開
設
当
初
は
戦
争
犠
牲
者
で
あ
る
死
別
母
子

世
帯
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
と
と
も
に
、
交
通
事
故
犠
牲
に
よ
る
母

子
世
帯
、
未
婚
の
母
、
夫
か
ら
の
遺
棄
、
行

方
不
明
・
離
婚
、
借
金
か
ら
の
逃
避
等
と
利

用
者
層
が
変
わ
り
、
年
々
、
若
年
母
子
世
帯

の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
D
V
被
害
者
や
養
育
問
題
に
よ

る
入
所
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芹
澤
出
理
事
長
に
よ
る
と
、「
現
在
の
入

所
者
の
う
ち
３
分
の
２
が
未
婚
の
母
。
母
親

自
身
が
子
ど
も
に
虐
待
を
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
が
あ
る
人
も
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
や
精
神
科
に
通
院

し
て
い
る
母
親
も
多
く
、
家
事
の
や
り
方
や

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
生
活
支
援

が
必
要
な
人
も
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。　
　
　

　
2
0
2
4
年
4
月
時
点
の
入
所
者
の
状

況
は
、
母
親
に
つ
い
て
は
虐
待
の
恐
れ
等
の

母
子
生
活
支
援
施
設
と
は

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
支
援

芹澤 出 理事長

野菊荘 年表

●　平安寮　落成開寮（恩賜財団軍人援護会）
　 授産施設、保育室併設

1942

●　運営を京都府に移管。名称を平安母子寮、
平安保育所と改める

1950

●　社会福祉法人宏量福祉会設立認可
●　山ノ内母子寮の経営を宏量福祉会に移管

1980

●　運営を財団法人京都民生会に移譲。山ノ内
母子寮と改める

1959

●　山ノ内母子寮（野菊荘）全面改築。
●　日本で初めて、行政の干渉を受けない緊急

一時保護室を定員外に３室設置

1981

●　京都市女性のための相談支援センター「み
んと」を開所

2024

●　「こもれび」の事業を拡大。学習支援や学
童保育を開始

2016

2005 ●　緊急一時保護を目的とした施設外民間シェ
ルターである「シェルターみやこ」を開設。
京都市唯一の民間シェルターとして運営

●　単身女性等を一時保護する「ステップハウ
ス みやこ」を開設

●　「こもれび」の事業として、小学生向け子
ども食堂「おかわり食堂」を開始

2021

●　地域支援事業・ひとり親家庭サポートセン
ター「こもれび」開始

2015

「
母
子
の
未
来
を
紡
ぐ
支
援
の
歴
史
」

野
菊
荘

京
都
府
内
の
社
会
福
祉
法
人
の
歴
史
や
な
り
た
ち
を
紹
介
す
る
「
施
設

の
歴
史
」。
第
２
回
目
は
、
２
０
２
４
年
４
月
に
「
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
と
と

も
に
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
戦
時
中
か
ら
母
子
、
女
性

に
寄
り
添
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
野
菊
荘
を
紹
介
し
ま
す
。

①野菊会（退寮者のつどい 1964年）
③母子寮竣工式（1981年）
⑤学童室で遊ぶ子ども達

②生活発表会（クリスマスのつどい1975年）
④野菊荘外観
⑥エントランスのモザイク画

施設施設のの歴史歴史
京都の福祉

第 2 回

養
育
問
題
を
抱
え
る
方
が
38
％
、
障
が
い
者

手
帳
交
付
者
が
55
％
、
ま
た
、
子
ど
も
に
つ

い
て
は
、
引
き
こ
も
り
や
発
達
障
害
な
ど
の

要
支
援
児
童
が
89
％
、
障
が
い
手
帳
交
付
児

が
21
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
菊
荘
で
は
、

生
活
支
援
以
外
に
も
暴
力
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
支
援
や
母
親
に
対
す
る
就
労
支
援
等
を
通

じ
て
自
立
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
退
所
後

も
相
談
支
援
等
で
関
わ
り
続
け
る
こ
と
で
長

期
的
な
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
菊
荘
で
は
、
こ
れ
ま
で
時
代
と
と
も
に

変
化
す
る
母
子
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
な
が
ら
、
支
援
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

1
9
8
1
年
に
は
、
他
府
県
か
ら
や
休
日

の
緊
急
避
難
対
策
と
し
て
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
ず
に
施
設
で
入
所
の
判
断
が
で
き

る
緊
急
保
護
室
３
室
を
日
本
で
初
め
て
設
置
。

「
現
代
の
駆
け
込
み
寺
」
と
し
て
N
H
K
や

新
聞
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
か
ら
母

子
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　

芹
澤
栄
之
前
理
事
長
は
、「
母
子
寮
は
、

そ
の
利
用
者
に
と
っ
て
第
二
の
ふ
る
さ
と
、

子
育
て
の
学
校
で
あ
り
、
自
立
の
出
発
点
・

原
点
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
遺
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
も
、
母
子
、
女
性
に
寄
り

添
い
な
が
ら
自
立
支
援
を
す
る
と
い
う
考
え

方
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
菊
荘
を
運
営
す
る
宏
量
福
祉
会
で
は
、

山
ノ
内
母
子
寮
だ
っ
た
時
代
か
ら
地
域
と
の

交
流
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

地
域
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
「
ひ

と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
こ
も
れ

び
」
を
運
営
し
て
お
り
、
学
習
支
援
、
子
ど

も
食
堂
、
学
童
保
育
、
食
材
提
供
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
施
設
を
退

所
し
た
子
ど
も
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
や
、
支

援
が
必
要
な
方
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く

り
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
制
度
の
狭
間
に
い
る
人
の

た
め
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
今
後
も

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
。
野
菊
荘

は
、
職
員
、
利
用
者
、
退
所
者
、
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
寄
付
者
等
、
多
く
の
方
の

支
援
が
あ
り
運
営
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
利
用
者
を

守
っ
て
い
き
た
い
。
経
営
的
に
実
施
が
厳
し

い
事
業
も
あ
る
が
、
必
要
な
支
援
で
あ
れ
ば
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
芹
澤
出
理
事
長
。
自

立
支
援
を
大
切
に
す
る
先
人
の
考
え
方
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
支
援
を
さ
れ
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

地
域
と
と
も
に
歩
む

自
立
支
援
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
課
題

取
組
み
①

取
組
み
②

地
域
の
子
育
て
世
帯
の
強
い
味
方
！

訪
問
す
る
中
で
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

困
り
ご
と
を
抱
え
た
世
帯
に
寄
り
添
う

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

亀
岡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
取
組
み

向
日
市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
の
取
組
み

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
大
正
6
年
に

岡
山
県
で
「
済
世
顧
問
制
度
」
が
、
大
正
７

年
に
は
大
阪
府
で
「
方
面
委
員
」
制
度
が
発

足
し
、
そ
の
後
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。
昭

和
21
年
に
「
民
生
委
員
令
」
が
制
定
さ
れ
、

終
戦
後
の
国
民
の
困
窮
状
況
や
要
保
護
者
の

調
査
を
担
う
な
ど
広
く
国
民
の
生
活
全
般
の

相
談
に
応
じ
る
現
在
の
「
民
生
委
員
」
と
な

り
ま
し
た
。
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね

て
お
り
、
全
国
で
約
23
万
人
、
京
都
府
内
で

は
約
５
，５
０
０
人
が
活
動
さ
れ
、
民
生
委

員
法
及
び
児
童
福
祉
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
る
特
別
職
の
地
方
公
務

員（
非
常
勤
）で
す
が
、報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
見
守

り
役
②
行
政
の
協
力
者
と
し
て
福
祉
制
度
を

効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
つ
な
ぎ
役
③
社
協
や

共
同
募
金
な
ど
民
間
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

者
④
地
域
課
題
の
可
視
化
と
住
民
の
代
弁
を

行
う
提
言
役
⑤
時
代
に
先
駆
け
時
々
の
福
祉

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る
課
題
が

多
様
化
す
る
中
、
亀
岡
市
で
は
学
校
や
福
祉

関
係
者
等
幅
広
い
人
と
の
連
携
・
協
力
し
た

活
動
を
展
開
し
、
地
域
で
子
育
て
・
子
育
ち

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
す
る
、
就
学
前

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
か
め
お
か
っ
こ

出
前
ひ
ろ
ば
」
に
亀
岡
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
が
連
携
し
、
地
域
で
の
子
育
て
世

帯
の
孤
立
を
防
止
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が

　
地
域
に
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
孤

立
し
、「
声
を
出
せ
な
い
人
」「
声
を
出
さ
な

い
人
」
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生
委
員

は
、
地
域
で
の
「
気
に
な
る
人
」
を
早
期
に

把
握
し
、
隣
人
と
し
て
寄
り
添
う
役
割
と
と

も
に
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
Ａ
さ
ん
は
、
高
齢
の
母
親
へ

の
定
期
的
な
訪
問
を
き
っ
か
け
に
同
居
の
息

子
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
ま
し
た
。

課
題
の
解
決
に
自
ら
取
り
組
む
実
践
者
等
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
や
悩
ん
で
い
る
人
に
同
じ

住
民
目
線
で
寄
り
添
い
、「
よ
い
地
域
を
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
熱
意
や
使
命
感
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
内
で
は
、
令
和
4
年
の
改
選

時
に
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
数
は
定
数

５
，６
０
７
人
に
対
し
て
５
，３
９
８
名

（
9
8.
1
％
）
の
充
足
率
（
令
和
5
年
7

月
時
点
）
と
定
員
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。　

　
欠
員
が
生
じ
て
い
る
地
域
で
は
、
担
当
地

域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
も
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
の
年
齢
の
上
昇

と
在
任
期
間
の
短
期
化
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
で
は
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸

し
付
け
に
あ
た
っ
て
、
民
生
委
員
調
査
書
の

作
成
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
一
層
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制

度
や
そ
の
活
動
の
発
信
を
通
じ
て
、
協
働
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
か
め
お
か
っ
こ
出
前
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

親
子
で
安
心
し
て
集
え
る
場
の
提
供
や
仲
間

づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

身
近
に
相
談
で
き
る
場
に
も
な
っ
て
お
り
、

子
育
て
世
代
の
強
い
味
方
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
主
任
児
童
委
員
の
髙
田
厚
子
さ
ん
は
、
長

年
の
教
育
現
場
で
の
経
験
を
生
か
し
、
退
職

後
に
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
民
生
委
員
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。「
初

め
は
、
小
さ
い
子
た
ち
と
接
す
る
こ
と
に
不

安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
出
前
ひ
ろ
ば
や

日
々
の
活
動
で
親
子
と
触
れ
合
う
時
間
が
楽

し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。」
委
員
の
活
動
に

つ
い
て
は
、「
委
員
同
士
は
、
活
動
の
悩
み

や
親
の
介
護
等
を
相
談
し
合
え
る
仲
間
。
仲

間
と
と
も
に
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
状
況
を
訪
問
し
把
握
す
る
な
ど
相

談
支
援
を
行
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
地
域
ケ
ア
会

議
に
出
席
し
て
支
援
状
況
を
共
有
し
、
今
も

世
帯
の
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん

は
、「
人
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
く
る

中
で
、
民
生
委
員
と
し
て
の
関
わ
り
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
を
積
み
重
ね
る
中

で
、
困
り
ご
と
を
抱
え
た
本
人
が
安
心
し
て

相
談
で
き
る
よ
う
日
常
の
さ
り
げ
な
い
会
話

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
や
そ
の
人
の
抱
え

る
問
題
が
少
し
で
も
改
善
し
た
と
き
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

等
か
ら
困
り
ご
と
を
抱
え
た
世
帯
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
地
域
の
様
々

な
機
関
や
活
動
と
連
携
し
住
民
に
寄
り
添
い

な
が
ら
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
立

場
か
ら
、
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

変
化
を
逃
さ
ず
、
寄
り
添
い
続
け
る
活
動
は

民
生
委
員
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。

 【ふれあいまつりでの様子】

  【見守り活動の様子】  【民生委員による訪問活動の様子】
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
た
い

【施設名】（福）衆善会　和敬学園
【場所】京都府京都市上京区烏丸通寺ノ内上る東入

　　　   相国寺門前町 704 番地
【URL】http://syuzenkai.com/wakei-gakuen/
【TEL】 075-241-3320【FAX】075-255-1348

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

施設を見学をした際、家のような温かい雰
囲気で、職員さんも気さくだったのがいい
なと思いました。

話し合いの場をちゃんと持って、情報共有
もしっかりしてくれるので、子どもをみんな
で見守っているという思いが強いです。

お笑いや音楽のライブに行って、リフレッ
シュしています。

井
い の う え

上 凜
り ん

さん和敬学園　ケアワーカー

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ23-11446より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和６年度

　
母
親
が
保
育
士
を
し
て
お
り
、
自
身

も
子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
か
ら
保
育
士

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
井

上
凜
さ
ん
。「
短
大
で
は
こ
ど
も
教
育

学
科
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の

社
会
的
養
護
と
い
う
科
目
で
、
児
童
養

護
施
設
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
ん
で

す
。
家
族
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
と
興
味

が
湧
い
て
き
て
、
保
育
士
か
ら
進
路
を

切
り
替
え
た
ん
で
す
」

　
そ
う
し
て
和
敬
学
園
に
入
職
し
て
３

年
目
を
迎
え
る
井
上
さ
ん
は
、
現
在
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
毎
日
の
食
事

の
世
話
や
宿
題
の
手
伝
い
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
反
抗

期
を
迎
え
て
い
る
子
も
い
て
、「
毎
日

大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
す
」
と
井
上
さ

ん
は
苦
笑
い
を
浮
か
べ
ま
す
。

　「
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
と
向

き
合
っ
て
い
る
と
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
心
を
開
い
て
く
れ
て
、
聞
く

耳
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
ら

れ
た
と
き
は
、
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
ね
」

　
子
ど
も
た
ち
に
は
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
井
上
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　「
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
て
、

気
持
ち
を
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
る
存

在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
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京都府社会福祉協議会からのお知らせ

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　https://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

（旧Twitter）

 フォローをお願いします！

 @KyoShakyo_   で

現在、募集中の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。

研修課ではさまざまな研修を企画・実施中です。
令和６年度に実施予定の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。 X

研修のことや制度の
ことなど、福祉のい
ろいろな情報をつぶ
やいていきます。

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/news/9286

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyu

検索HP

HP

福祉のお仕事相談会近畿社会福祉法人経営者協議会
　令和６年度近畿ブロック

セミナー京都大会 福祉の仕事に関心のある方、資格や経験がなくて
も介護・福祉の仕事にチャレンジしたい方、ブ
ランクのある方など多くの事業所の話を聴ける
チャンスです !! ぜひお気軽にお越しください。※セミナー終了後、交流会を開催（自由参加）

令和6年度 府民交流フェスタ

今年も府民フェスタに出展します！楽しい企画
を用意しておりますので、皆様ぜひお立ち寄り
ください！

昨
年
の
様
子

１１月１９日（火）１４：００～１６：００日 程

ハートピア京都３階大会議室
（地下鉄烏丸線「丸太町駅」より徒歩約１分）

会 場

一般求職者（無資格・未経験者も大歓迎）
学生の方（学部・学年問わず、福祉に興味の
ある方大歓迎）

対 象

11月２0 日（水）１３：３０～１７：３０日 程

都ホテル　京都八条「陽明殿」
（京都市南区西九条院町 17 番地）

会 場

社会福祉法人経営者協議会の
会員法人の役職員等 200 名

①近畿府県の社会福祉法人経営者協議会
会員の役職員　1 名あたり 5,000 円
②上記以外（非会員）の社会福祉法人
役職員等　　   １名あたり15,000 円

右の QR コードより、
10 月 31日（木）までに
お申し込みください

対 象

参加費

申込締切
問合せ先
福祉人材課（京都府福祉人材・研修センター）
TEL：075-252-6297
https://fukujob.kyoshakyo.or.jp問合せ先　　　　 福祉経営推進課

TEL：075-252-6292　FAX：075-252-6310
メール：kikaku@kyoshakyo.or.jp

日 程

会 場

１１月３日（日）１０：００～１６：００

京都府立植物園

履歴書不要随時入退場可・服装自由


